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冠
消
防
団
は
、
地
域
住
民
の

　
　

安
全
安
心
を
第
一
に
考
え
、

団
本
部
お
よ
び
第
１
分
団
（
中
央

地
区
）
と
第
２
分
団
（
ト
マ
ム
地

区
）
の
体
制
で
消
防
職
員
・
団
員

と
が
団
結
し
消
防
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
多
発
・
社
会
現
象
に
お

け
る
事
故
の
増
加
や
地
球
温
暖
化

等
に
よ
る
自
然
災
害
の
猛
威
に
加

え
、
巨
大
地
震
の
発
生
も
予
測
さ

れ
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
向
け

た
対
策
等
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
占
冠
消
防
団
に
あ
っ
て
も
、

機
材
器
具
の
更
新
に
当
た
り
各
分

団
に
応
じ
た
消
防
機
材
を
選
定

し
、
訓
練
を
積
み
重
ね
て
災
害
に

即
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第２分団   岩城　瑠華   団員

　

課
題
と
し
て
、
消
防
団
活
動
の

希
薄
化
等
も
あ
り
、
団
員
数
の
減

少
・
高
齢
化
は
全
国
的
な
現
象
で

す
。
占
冠
消
防
団
も
入
団
者
の
減

少
に
よ
る
定
員
割
れ
の
恒
常
化
が

深
刻
で
、
担
い
手
の
確
保
に
処
遇

改
善
・
女
性
団
員
の
採
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

「
占
冠
消
防
団
」
が
地
域
を
守

り
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
を

賜
り
ま
し
て
、
我
こ
そ
は
と
思
わ

れ
ま
す
若
い
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

占冠消防団　藤本　重克　団長

　
　

防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に  

　
　

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
非
常
備
の

消
防
機
関
で
す
。

　

構
成
員
で
あ
る
消
防
団
員
は
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
権
限
と
責
任
を
有

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
と
し
て
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら

守
る
」
と
い
う
精
神
の
下
、
平
常

時
・
非
常
時
問
わ
ず
地
域
に
密
着

し
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
占
冠
消
防
団
に
は
37
人

の
団
員
（
男
性
32
人
、
女
性
5
人
）

が
在
団
し
、
災
害
現
場
で
の
消
火

活
動
を
は
じ
め
、
救
助
活
動
や
避

難
誘
導
、
警
戒
巡
視
、
救
急
支
援

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
警
戒
）
の
ほ
か
、

平
常
時
に
お
い
て
も
火
災
予
防
や

防
火
指
導
・
啓
発
活
動
、
高
齢
者

宅
へ
の
訪
問
、
応
急
手
当
の
普
及

活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
活
動

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
や
り
が
い
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
関
わ
る

こ
と
の
な
い
地
域
の
方
々
と
の
出

会
い
や
団
員
同
士
の
関
わ
り
な

ど
、
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く

こ
と
も
魅
力
で
す
。
地
域
住
民
の

安
全
安
心
の
た
め
、
そ
し
て
自
分

の
住
む
地
域
を
守
る
た
め
に
「
少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
」
と
お
考

え
の
方
は
、
い
つ
で
も
占
冠
消
防

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消

占

４・５月 入退団辞令交付式、新入団員訓練
春の火災予防運動、定例訓練

６・７月 富良野地区分会消防総合訓練大会、定例訓練

８・９月 占冠村防災訓練協力、しむかっぷ消防フェスタ
消防団員現地教育訓練、定例訓練

10・11月 占冠消防秋季訓練、秋の火災予防運動
定例訓練

12・１月 出初式、定例訓練

２・３月 定例訓練

主な年間行事

　　や叔父が消防団員として

　　活躍する姿を見て育って

きたため、自然な流れで消防

団に入団しました。最初は分

からないことだらけでした

が、訓練を重ねるごとに操作

方法等も身に付き、できるこ

とが増えてきたと思います。

占冠村は私にとって生まれ育

った地域です。皆さんにとっ

ても大切なここ占冠村を一緒

に守っていきませんか？

父　　勤で占冠村に来ることに

　　なり、消防団に入団して

から３年が経ちました。最初

は右も左も分かりませんでし

たが、頼りになる先輩方や消

防署員のご指導のおかげで困

ることはありません。自分の

住んでいる地域を守りたいと

いう使命感もありますが、何

より地域の皆さんとの交流が

楽しいと感じながら活動して

います！

転　　災や自然災害が発生した

　　際に地域の手助けがした

い　　。そう思って消防団に

入団しました。まだまだでき

ることは少ないですが、応急

手当普及員の資格を取得した

り、女性団員だからこそでき

ることを考えながら日々火災

予防活動に取り組んでいま

す。これからもできることを

増やして、地域に貢献してい

きたいと思います！

火
　占冠消防では、フェイスブック
により職員や団員の訓練の様子
や、表彰、救急月報、占冠消防ク
イズなど、さまざまな情報を発信
しています。
　ご興味のある方はぜひチェック
してみてください！

報酬年額 42,000円

災害出動
１日（４時間未満） 6,000円

１日（４時間以上） 12,000円

訓練出動 １日 5,000円

報酬等（団員の場合）

あ
な
た
の
入
団

あ
な
た
の
入
団

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

2023年10月号 2023年10月号

占冠消防団 団員募集
地域防災の要「消防団」。あなたも自らの地域を守るヒーローに

第１分団   乘田　聖也   団員

消防団員の声

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119 第１分団   満永　大樹  部長

占冠消防 検索


